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ネットワーク中立性に関連する法制度

• 通信の公平性(ネットワーク中立性?)

–電気通信事業法
第6条 電気通信事業者は、電気通信役務の提供
について、不当な差別的取扱いをしてはならない。



ネットワーク中立性

情報の

自由な流通
vs

適切な制御



ネットワーク中立性

自由な流通
• 基本的人権

– 情報への自由なアクセ
ス

• 現状肯定

– 役割分担

適切な制御
• 政策

– 国家安全保障
テロ、治安維持…

– 犯罪抑止
児童ポルノ、フィシング、
DDOS…

• テクノロジー

– 公平性

– OTT

• コスト
輻輳が発生したらどうするか？



これまでの経緯(日本)

2005年10月～2006年9月

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」

2006年1月～

「ネットワークただ乗り論」

GyaOに対する批判(NTTコミュニケーションズ)

Skypeに対する批判(NTT)

2006年9月

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」最終報告書

2006年10月～2007年6月

「ネットワークの中立性に関する懇談会」

2007年6月

「ネットワークの中立性に関する懇談会」報告書

2008年5月
「帯域制御の運用基準に関するガイドライン」

• 以降「ネットワーク中立性」の議論は沈静化

• 「帯域制御の運用基準に関するガイドライン」の改定が行われている



ネットワーク中立性

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」最終報告書 2006年9月



利用の公平性

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」最終報告書 2006年9月



負担の公平性

「ＩＰ化の進展に対応した競争ルールの在り方に関する懇談会」最終報告書 2006年9月



「ネットワークの中立性に関する懇談会」

「ネットワークの中立性に関する懇談会」報告書 2007年6月



日本における
「ネットワーク中立性」

• 固定ブロードバンドサービスにおける定額課金
• 固定ブロードバンドサービスにおける競争環境

– アクセスネットワークにおける競争
• FTTH提供事業者間の競争
• FTTH vs CATV

– アクセスインフラと接続サービスの分離
• NTT東西によるフレッツ網
• ISPによる接続サービス

• 固定ブロードバンドサービスにおいては垂直統合ではなく水
平分散によるサービス展開

⇒これまでは結果として「ネットワーク中立性」が維持されてき
た



日本における
「ネットワーク中立性」

• USにおける「ネットワーク中立性」の盛り上がりと
それを背景としたグローバルアリーナでの議論

• 固定ブロードバンドサービスにおけるハイパージャ
イアント由来のトラフィックの爆発的な増加

• モバイルブロードバンドにおける従量課金制への
移行

• 上位レイヤの強力なプレイヤによるネットワークへ
の参入と「ゼロレーティング」の導入

⇒改めて「ネットワーク中立性」が脚光を浴びつつあ
る




